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1. 導入：2026年における金融業界のAIトレンドとみずほFGの
戦略的転換 
2026年の金融業界は、生成AIの活用が単なる「概念実証（PoC）」や「実験段階」から、中核業務へ
の「本格実装・収益化」、そして業務プロセスそのものを自律的に完結させる「エージェント型AI（
Agentic AI）」主導のフェーズへと完全に移行する歴史的な転換点にある 1。これまで人間の補助
ツールとして位置づけられてきたAIは、複雑なワークフローをエンドツーエンドで自動化する段階に
達しており、アクセンチュアやスノーフレイクといった主要テクノロジーベンダーの予測でも、2026年
はエージェント型AIと運用のレジリエンス（回復力・強靭性）が競争優位性を決定づける年になるとさ
れている 2。 

このような激化するメガバンク間の技術覇権争いにおいて、株式会社みずほフィナンシャルグループ

（以下、みずほFG）が打ち出した独自の大規模言語モデル（LLM）戦略は、業界内外に極めて重要な
示唆を与えている。みずほFGは、Alibaba Cloudが開発・公開しているオープンウェイトモデル「
Qwen3-32B」をベースに、金融ドメインに特化した独自のLLMを構築した 6。特筆すべきは、この自
社LLMがセキュアなオンプレミス（自社運用）環境で稼働可能でありながら、米OpenAIが提供する最
新のフラッグシップモデルである「GPT-5.2」と同等の精度を達成したと公表された点にある 6。 

さらに驚異的なのは、銀行の実務テストにおいて、計算コストと処理時間を大幅に消費する「推論（

Thinking）モード」に依存しない条件下で、正答率89.0%という極めて高い数値を叩き出したことであ
る 8。これに加え、業務実装を想定した評価において平均回答時間を1秒未満に抑えることに成功し
ている 8。金融業務、特にリアルタイム性が求められるコンタクトセンター業務や、数百万件のトラン
ザクションを瞬時に処理するバックオフィス業務においては、この「ミリ秒単位の応答速度」と「専門家

レベルの精度」の両立が決定的な優位性をもたらす。みずほFGは過去にも社内向け生成AIチャット
ツール「Wiz Chat」の展開や、生成AIを活用した次世代コンタクトセンターシステムの構築を進めてき
たが、今回の自社LLM開発はそれを根本から支える頭脳の刷新を意味する 10。 

本レポートでは、みずほFGがなぜ数あるオープンモデルの中から320億パラメータクラスの「
Qwen3-32B」を選択したのか、そのアーキテクチャの優位性とハードウェア経済性を解き明かす。さ
らに、OpenAIの最新鋭モデル「GPT-5.2」との詳細なベンチマーク比較、みずほFGが構想する「三層
構造」のAIアーキテクチャ、そしてソフトバンクとOpenAIによる企業専用AI「Cristal intelligence」との
戦略的な「デュアルエンジン運用（棲み分け）」について、広範なデータに基づき徹底的に分析・考察



する 9。 

2. 基盤モデル「Qwen3-32B」のアーキテクチャと技術的優位
性の深層 
金融機関が独自のLLMを構築する際、ベースとなるモデルの選定は「推論性能」「運用・計算コス
ト」、そして「データガバナンス」という3つの変数を最適化する極めて高度な意思決定プロセスであ
る。みずほFGが「Qwen3-32B」を基盤として採用した背景には、同モデルが持つアーキテクチャ上
の圧倒的な効率性と、オープンウェイト（Apache 2.0ライセンス）としての商用利用の自由度が存在
する 14。 

2.1. Qwen3シリーズの設計思想と32Bモデルの位置づけ 
2025年4月29日にAlibaba CloudからリリースされたQwen3シリーズは、0.6B（6億）パラメータの超
軽量モデルから、235B（2350億）パラメータの巨大なMixture-of-Experts（MoE）モデルまで、8つの
異なるサイズで展開されている 15。その中で「Qwen3-32B」は、高密度（Dense）モデルの中で最大
規模を誇る、エンタープライズ品質の主力モデルとして位置づけられている 16。MoEアーキテクチャ
は推論効率に優れる一方で、メモリへの展開（VRAM要件）が複雑になる傾向があるが、高密度モデ
ルである32Bはメモリ使用量が予測可能であり、オンプレミス環境でのシンプルかつ安定したデプロ
イメントに最適である 16。 

アーキテクチャの技術的詳細を紐解くと、Qwen3-32Bは総パラメータ数328億、64層のトランス
フォーマー・アーキテクチャで構成されている 14。特筆すべきは、アテンション機構において「

Grouped Query Attention (GQA)」を採用しており、64個のクエリヘッドに対して8個のキーバリュー
（KV）ヘッドを割り当てることで、推論速度と表現能力（モデルの知能）の最適なバランスを実現して
いる点である 20。これにより、大規模なコンテキストを処理する際のメモリ帯域幅のボトルネックが大

幅に緩和される。また、QK-Norm、SwiGLU活性化関数、pre-RMSNormといった最先端のアーキテ
クチャ最適化が施されており、高い学習効率と推論時の安定性を担保している 20。 

2.2. 膨大な多言語学習と金融ドメインへの適応力 
Qwen3シリーズの根幹を支えているのは、前世代のQwen2.5の約2倍に相当する「36兆トークン」と
いう天文学的な規模のデータセットによる事前学習（Pre-training）である 15。この学習データはウェ

ブデータ、書籍、PDFドキュメント、そしてQwen2.5-MathやCoderから生成された高品質な合成デー
タ（Synthetic Data）で構成されている 15。 

事前学習は以下の3つの段階（3-stage process）を経て行われている。 

1.​ 一般ステージ（General Stage）: 30兆トークンを使用し、言語能力と一般的な世界知識の強力
な基盤を構築する。この段階で119の言語と方言を網羅している 15。 

2.​ 推論ステージ（Reasoning Stage）: 約5兆トークンの高品質なSTEM（科学・技術・工学・数学）、
コーディング、合成データを集中的に学習させ、論理的推論能力を飛躍的に高める。この段階

で学習率の減衰（Learning rate decay）を加速させている 17。 



3.​ 長文脈ステージ（Long Context Stage）: コンテキスト長を拡張するために、数千億トークンの
高品質な長文コーパス（75%が16,384〜32,768トークン、25%が4,096〜16,384トークン）を用い
て学習を行う 17。 

金融業務においてQwen3-32Bが極めて有利に働くもう一つの理由は、そのトークナイザーの効率性
にある。Qwen3はバイトレベルのバイトペアエンコーディング（BBPE）を実装した「qwen」トークナイ
ザーを使用しており、151,669という巨大な語彙サイズを持っている 17。この仕様により、英語であれ

ば1トークンあたり約3〜4文字、日本語や中国語などの非英語圏の言語であっても1.5〜1.8文字とい
う極めて高い圧縮効率でトークン化が可能である 20。金融文書は専門用語の連続であり、文字数が

膨大になる傾向があるが、この効率的なトークナイザーにより、限られたコンテキストウィンドウの中

に通常よりもはるかに多くの情報を詰め込むことが可能となる。119言語に対応しているため、グロー
バル展開するメガバンクにおけるクロスボーダー案件や外国為替関連文書の処理にもネイティブで

対応できる 16。 

2.3. 長文脈（Long Context）処理能力と金融RAGへの応用 
銀行業務においては、数百ページに及ぶ金融庁のガイドライン、企業の有価証券報告書、あるいは

過去数十年にわたる稟議書データベースなど、膨大な文書情報を正確に読み取ることが求められ

る。LLMにとっての「記憶容量」とも言えるコンテキストウィンドウの広さは、実用性に直結する。 

Qwen3-32Bは、シーケンスモデリングにおいてRotary Positional Embeddings (RoPE)を採用し、
ベース周波数を前世代の10,000から1,000,000へと大幅に引き上げている（ABF技術の活用）17。こ

れにより、ネイティブで32,768トークンのコンテキスト長をサポートしている 17。さらに、推論時には

YaRN（Yet another RoPE extensioN）スケーリング技術とDual Chunk Attention (DCA)を導入するこ
とで、シーケンス長のキャパシティをネイティブの4倍、すなわち最大131,072トークン（約128K）まで拡
張することが可能である 17。 

 

モデル / コンテキスト長機能 Qwen3-32B の仕様 実務への影響・意義 

ネイティブコンテキスト長 32,768 トークン 約49ページのA4文書（Arial 
12pt）を一度に処理可能。一
般的なマニュアル照会に最

適 14。 

拡張コンテキスト長 
(YaRN/DCA) 

131,072 トークン (128K) 大規模なRAG（検索拡張生
成）パイプラインにおいて、複

数のドキュメントを分割せず

に一括でコンテキストに含め

ることが可能 19。 

トークナイザー語彙サイズ 151,669 日本語の処理効率が極めて



高く、同一トークン数でも他モ

デルより多くの日本語情報を

保持可能 17。 

この128Kに及ぶコンテキスト処理能力は、みずほFGが構築する「金融特化LLM」において、社内
データを検索・参照して回答を生成するRAG（Retrieval-Augmented Generation）システムを運用す
る上で、決定的なインフラストラクチャとなる。 

3. オンプレミス運用を可能にするハードウェア要件と圧倒的な
経済性 
金融機関、特にメガバンクが生成AIを導入する際、最大の障壁となるのが「データガバナンスとプラ
イバシー」および「運用コストの不確実性」である。金融庁（FSA）が2026年3月に公表したガイドライ
ンやFISC（金融情報システムセンター）の安全対策基準において、個人情報や極秘の経営データ、
与信アルゴリズムをクラウド上のAPIに送信することには厳格なリスク管理が求められる 21。このた

め、データを自社の閉域網内（オンプレミス）で完全に処理できるローカルLLMの価値が再評価され
ている 24。 

3.1. 32Bモデルが導き出す「スイートスポット」 
みずほFGが、1000億パラメータを超える超巨大モデルではなく「320億パラメータ（32B）」を選択した
最大の理由は、ハードウェア要件と推論性能の完璧な「スイートスポット」を突いている点にある。パ

ラメータ規模が大きくなればなるほど、モデルをVRAM（ビデオメモリ）にロードし、推論を実行するた
めに必要なGPUの数と電力要件は指数関数的に増大する 22。 

以下の表は、主要なQwen3モデル群における推奨ハードウェア要件の比較である。 

 

モデル名 (パラメータ
数) 

最適なGPU構成 
(FP16/BF16) 

量子化時 (FP8等) 
の最小要件・VRAM
目安 

展開の容易さとコス

ト 

Qwen3-8B (80億) 1x NVIDIA H100 ま
たは L40s 

~16GB (RTX 
3060/4060等でも稼
働) 

容易。エッジデバイ

スや個人開発向け 16

。 

Qwen3-14B (140
億) 

1x NVIDIA H100 ~28GB (RTX 4090 / 
A4000) 

中程度。バランスの

取れた本番環境向

け 16。 

Qwen3-32B (328 1x NVIDIA H100 ~34.1GB (2x RTX エンタープライズ品



億) (80GB) 4090 または 1x 
A6000) 

質の最高峰。1ノード
で運用可能な限界

点 16。 

Qwen3-235B 
(2350億 MoE) 

4x NVIDIA H100 ~130GB (複数台の
H100が必須) 

困難。大規模なクラ

スターと冷却設備、

莫大なコストが必要 
16。 

Qwen3-32BをFP8（8ビット浮動小数点）量子化して運用する場合、必要なVRAMは約34.10GBに収
まる 20。これは、現在のエンタープライズAIインフラの標準であるNVIDIA H100 (80GB) 1基で十分に
余裕を持って稼働できることを意味する。さらに、コストを抑える構成であれば、NVIDIA RTX 4090 
(24GB VRAM) を2台、あるいはワークステーション向けのRTX A6000 (48GB VRAM) 1台といった、
極めて現実的で安価なハードウェア構成でも高速な推論（1秒間に数十トークン）が可能である 16。 

これに対して、Qwen3-235Bのような巨大モデルは最低でもH100が4基必要となり、ハードウェア調
達コストだけで数千万円単位の初期投資が必要になる上、運用電力（TDP 400W〜700Wクラスの
GPUを多数稼働）も跳ね上がる 16。みずほFGは、行内の数万人の従業員が日常的に利用する「数
千万回レベルの推論リクエスト」を処理するためのインフラとして、単一ノードでスケールアウトしやす

く、計算リソースの効率が最も良い32Bクラスを戦略的に選定したのである。 

3.2. クラウドAPI（GPT-5.2）とオンプレミス運用（Qwen3-32B）のコスト比較 
クラウド従量課金モデルのLLMは、API利用料が使用量に応じて変動するため、全社規模での実務
利用が拡大するにつれて運用コストが予測不能になるという致命的な課題を抱えている 24。ブルー

ムバーグ・インテリジェンス（BI）の試算によれば、金融機関におけるクラウド上でのLLM処理費用は
将来的に数百億ドル規模に膨れ上がると警告されている 29。 

このコスト格差を、OpenAIのフラッグシップモデル「GPT-5.2 Pro」のAPI利用料と、オープンモデルで
ある「Qwen3-32B」のホスティングコスト（IaaS環境等での推計トークン単価）で比較すると、その差
は絶望的なほどに開いている。 

●​ GPT-5.2 Pro: 入力 21.00ドル / 100万トークン、出力 168.00ドル / 100万トークン 19。 
●​ Qwen3-32B (DeepInfra等ベンチマーク): 入力 0.10ドル / 100万トークン、出力 0.30ドル / 100

万トークン 19。 

単純計算で、入力処理においてGPT-5.2 ProはQwen3-32Bの「210倍」、出力処理においては「560
倍」ものコストがかかる 19。みずほFGがシステム内に独自のGPU基盤（NVIDIA H100や次世代の
B200等）を構築し、初期投資（CapEx）を行ってでもQwen3-32Bをオンプレミスで運用する理由はこ
こにある 9。自社でハードウェアを所有すれば、推論にかかる限界費用（ランニングコスト）は電気代
とハードウェアの減価償却費のみとなり、実質的に社内システムを「定額・無制限」で利用できる状態

を作り出せるからである。 



 

 
 
さらに、オンプレミス運用におけるソフトウェア基盤として、Red Hat Enterprise LinuxやvLLMといった
コンテナ技術・推論サーバーの技術が成熟しており、企業内のVPC（Virtual Private Cloud）環境へ
AIモデルをシームレスにデプロイし、トラフィックの急増に合わせてオートスケーリングさせる環境が
整っていることも、みずほFGの戦略を強力に後押ししている 18。 

4. フロンティアモデル「GPT-5.2」との性能比較と実務テスト結
果の深層 
みずほFGが発表した「GPT-5.2と同精度」というメッセージは、AI業界全体に大きな波紋を呼んだ。な
ぜなら、OpenAIが2025年12月にリリースしたGPT-5.2（Instant, Thinking, Proの3モデル展開）は、世
界のあらゆるLLMベンチマークを塗り替えた「人類の知識の到達点」とも言えるフロンティアモデルだ
からである 30。 



4.1. GPT-5.2の圧倒的なポテンシャルとベンチマーク 
GPT-5.2シリーズ、特に企業向けのフラッグシップである「GPT-5.2 Pro」や、推論能力に特化した「
GPT-5.2 Thinking」は、純粋なベンチマークスコアにおいてQwen3-32Bのような中規模モデルを依然
として圧倒している。 

 

評価指標 (ベンチマーク) GPT-5.2 (Pro / Thinking) の
実績 

測定内容と意義 

GDPval 70.9% (業界専門家に対する
勝率) 

米国のGDPに貢献するトップ
9産業・44の職業における知
識労働タスク（プレゼン、スプ

レッドシート作成等）。専門家

と同等以上のレベルを証明 
30。 

SWE-Bench Pro 55.6% (SOTA達成) GitHubリポジトリの実際のソ
フトウェア問題を解決する能

力。複数言語にまたがる高

度なコーディング・デバッグ能

力 30。 

ARC-AGI-2 52.9% 暗記が通用しない抽象的な

視覚パズルを通じた非言語

的な問題解決能力。AGI（汎
用人工知能）への近さを示す 
35。 

AIME 2025 100.0% (ツールなし) 難関数学コンペティション。定

量的な推論能力の極致。

Qwen3-32B（72.9%や24.3%
などのスコア報告あり）を大

きく引き離す 19。 

GPQA Diamond 92.4% 物理学、生物学、化学におけ

る博士課程レベルの科学知

識。専門家すら回答に苦労

する領域での精度 35。 

これらの結果が示す通り、汎用的な世界知識（World Knowledge）や、未解決の数学問題（
FrontierMath等）、マルチモーダルな空間・時間推論（Video-MMMU等）といった領域において、パ



ラメータ数で劣るQwen3-32BがGPT-5.2 Proに正面から勝つことは物理的に不可能に近い 35。 

4.2. 「推論（Thinking）モード」のジレンマと遅延問題 
しかし、GPT-5.2の驚異的なスコアの裏には「推論（Thinking）モード」という代償が存在する。最新の
LLMは、複雑な問題を解く際に「内部的に思考プロセスを展開し、自問自答を繰り返してから最終的
な回答を出力する」というChain-of-Thoughtアプローチを採用している 15。GPT-5.2 ThinkingやPro
は、この内部思考に膨大な「Thought Tokens（思考トークン）」を消費し、計算リソースを動的に割り
当てる（Compute-optimal scaling）ことで精度を担保している 38。 

このアプローチは、数学の難問を解いたり、複雑なシステムアーキテクチャを設計したりする際には

絶大な威力を発揮するが、**「致命的な遅延（レイテンシー）」**を引き起こす。例えば、GPT-5.2 Pro
の場合、最初の文字が出力されるまでの時間（Time to First Token: TTFT）が平均して約48秒以上
かかるという計測データもある 32。また、Artificial Analysis等の計測でも、GPT-5.2やQwen3の
Reasoning（推論）モデルは、解答の前に数十秒の思考時間を要し、出力されるトークン数も膨大（
Verbose）になる傾向が確認されている 14。 

銀行業務の大半は、窓口での顧客対応、コールセンターでのリアルタイムな規定照会、決済システ

ムのトランザクション承認など、「今すぐ（1秒以内）」に回答が必要な業務である。ここで数十秒間「AI
が考えている」状態は、実務上許容されない。 

4.3. ドメイン特化の勝利：1秒未満で89.0%の精度を実現したみずほのアプ
ローチ 
みずほFGが成し遂げた真のブレイクスルーは、汎用ベンチマークでGPT-5.2に勝ったことではない。
「みずほ銀行の内部業務」という極めて狭く深い特定ドメイン（Narrow & Deep Domain）において、
時間のかかる「推論（Thinking）モードに依存せず」、直感的なSystem 1の高速処理のみで、正答率
89.0%という専門家レベルの精度を叩き出したことである 8。しかも、その平均回答時間は「1秒未満」
であった 8。 

これを実現したのが、オープンウェイトモデルであるQwen3-32Bに対する徹底的な「追加学習」であ
る。みずほFGは、汎用LLMが元々持っていない「金融業界特有の知見・専門用語」「複雑な規制・法
令」「みずほ内部の手続きマニュアルや過去のトラブル事例」を、セキュアなAWS環境下でモデルの
重み（Weights）に直接焼き付ける継続事前学習（Continual Pre-training）を実施した 9。 

さらに、高品質な合成データを生成して教師ありファインチューニング（SFT）を行い、金融特有の
フォーマットに合わせた回答生成能力を磨き上げた。つまり、GPT-5.2が「その場で時間をかけて論
理を組み立てて（推論して）解く」問題を、みずほ独自のQwen3-32Bは「完全に金融業務に特化した
記憶と反射神経（1秒未満）で即座に正解を導き出す」ようにチューニングされているのである。これ
が、「推論に依存しない条件下でのGPT-5.2と同精度の達成」という現象の技術的メカニズムである 8

。 



5. みずほLLMの「三層構造」アーキテクチャの全容 
みずほFGのAI開発プロジェクトは、単一の巨大な「万能AI」を作ろうとしているわけではない。銀行業
務の複雑性と多様性、そしてリスク許容度に応じてモデルの役割を分割する「三層構造コンセプト」を

採用している 9。このアーキテクチャ設計は、システム全体のレジリエンスを高め、特定の業務におけ
るハルシネーション（もっともらしい嘘）のリスクを極小化する戦略的なアプローチである。 

第一層：金融特化LLM（基盤知識層） 
ピラミッドの土台となるこの層は、金融の基礎知識、国内法令、社内手続き、コンプライアンス・マニュ

アル、研修資料などを網羅的に学習した共通の基盤モデルである 9。Qwen3-32Bをベースに、銀行
業務の基礎体力を徹底的に鍛え上げている。コールセンターのオペレーター支援、若手行員の事務

手続きの照会、一般的な稟議資料のドラフト作成など、行内での幅広い照会応答業務を高速に処理

する「日常業務のワークホース」として機能する 9。 

第二層：特定業務LLM（エキスパート層） 
土台の上に構築されるのが、融資審査、市場取引（トレーディング）、法務・コンプライアンスといっ

た、高度な専門性が求められる部署ごとの専門モデル（ドメイン・エキスパート）である 9。この層で
は、第一層のモデルに対してさらに深い特定の業務データを用いたファインチューニングが行われ

る。例えば、融資モデルであれば過去数万件の融資稟議書と審査結果の相関を学習し、単なる規

定検索を超えて「与信判断の支援（この案件にはどのようなリスクが潜んでいるか）」という、中堅社

員レベルの高度な判断の補助を行う領域まで踏み込んでいる 9。 

第三層：協調型エキスパートLLM（自律エージェント層） 
みずほFGが最終目標として掲げているのが、この第三層である 9。これは、第二層の複数の特定業
務モデル同士がネットワークを通じて連携し合い、一人の担当者では見落としがちな複合的な判断

をシステム全体で支援する仕組みである。例えば、大型のM&Aファイナンス案件において、「融資モ
デル」が財務リスクを評価し、「法務モデル」が契約書面のリーガルチェックを行い、「市場モデル」が

為替や金利変動リスクを算出し、それらを統合して最終的なレポーティングを行うといった高度な

オーケストレーションである 9。これはまさに、2026年のメガトレンドである「エージェント型AI（Agentic 
AI）」の本丸であり、AIが単なる「対話ツール」から「自律的な労働力（Digital Workforce）」へと進化
するプロセスを体現している 1。 

 



 
 

6. ソフトバンク・OpenAIとの提携による「Cristal 
intelligence」の導入と戦略的棲み分け 
これまで見てきた通り、みずほFGは「オープンモデル（Qwen3-32B）を用いた自社オンプレミスLLM
の構築」に巨額の投資を行っているが、彼らの戦略は「完全な自前主義のガラパゴス化」に陥ること

ではない。その証拠に、みずほFGは2025年7月16日、ソフトバンクとの間で「AGI（汎用人工知能）時
代を見据えた戦略的包括提携契約」を締結し、ソフトバンクと米OpenAIが共同開発する企業専用の
最先端AI「Cristal intelligence（クリスタル・インテリジェンス）」を、金融業界で初めて導入する計画を
大々的に発表した 12。 

6.1. 「Cristal intelligence」の正体とソブリンAIの潮流 
「Cristal intelligence」とは、ソフトバンクグループがOpenAIと合弁会社「SB OpenAI Japan」を設立
し、年間30億米ドル（約4500億円）という巨額の投資（Stargate Project）を投じて開発・展開を進め
ている次世代のエンタープライズAIシステムである 46。 

このシステムは、従来のChatGPTのような汎用チャットボットとは一線を画す。ソフトバンクの孫正義



氏が「水晶玉」に例えたように、個々の企業のシステムやサイロ化されたデータを安全に統合し、企

業ごとにカスタマイズされた「全体最適」を実現するための経営変革エンジンである 45。OpenAIのフ
ラッグシップモデル（GPT-5.2系等）の圧倒的な推論能力を基盤としつつ、企業内の過去データや最
新の市場動向を横断的に学習・解析し、経営陣に対して24時間体制で経営アドバイスや最適な事業
戦略を提示する「究極のAIエージェントの集合体」として設計されている 51。 

同時に、ソフトバンクの子会社SB Intuitionsが開発する日本語特化型LLM「Sarashina」を活用した金
融特化LLMの共同研究開発も進められており、国家のデータ主権を守る「ソブリンAI（Sovereign AI
）」の潮流とも深く連動している 12。 

6.2. デュアルエンジン戦略（Dual Engine Strategy）の確立 
なぜみずほFGは、自社で「GPT-5.2同等のQwen3-32BベースLLM」を開発・保有していながら、本家
OpenAIの技術をベースとする「Cristal intelligence」を外部から導入するのか。ここには、金融機関
の業務特性とデータ・クラシフィケーション（機密性・可用性の分類）に基づく、極めて高度で合理的な

「役割分担（デュアルエンジン運用）」の戦略が存在する。 

1.​ コアバンキングと超高機密・高速処理領域（自社LLM / Qwen3-32Bの役割） 顧客の機微な個
人情報、ブラックボックス化された独自の与信審査アルゴリズム、ミリ秒単位での処理が求めら

れるリアルタイムの決済トランザクションなど、外部のパブリッククラウドに1バイトたりともデータ
を出すことがリスクとなる「銀行の心臓部」である。ここでは、AWS上のセキュア環境や行内の
完全に閉じたオンプレミスGPU基盤で稼働する自社LLM（Qwen3-32B）が活躍する 6。外部へ
のAPIコールが発生しないため情報漏洩のリスクはゼロであり、推論モードをオフにした1秒未
満の応答速度で、定型・非定型問わず圧倒的な物量の事務処理を低コストで捌き続ける 8。 

2.​ 経営戦略・創発的タスク領域（Cristal intelligenceの役割） グローバルなマクロ経済動向の分
析、地政学リスクを考慮した新規ビジネスの立案、全社横断的なマーケティング戦略の策定、

あるいは異業種データとの掛け合わせなど、「行内のデータだけでは完結しない」、広範な世界

知識（World Knowledge）と「複雑で深い推論（Deep Reasoning）」が不可欠な領域である。ここ
では、高額なコストを払ってでも、そして計算に時間をかけてでも、GPT-5.2クラスの強大な知能
を持つCristal intelligenceを活用する 45。AIエージェントが自律的に仮説を立て、社内の膨大な
データと外部環境をすり合わせてインサイトを抽出することで、人間が行う知識労働の生産性を

劇的に（一説には11倍の速度で）向上させることを狙う 55。 

このように、**「実行速度・コスト効率・完全な統制」に特化した自前のオープンモデル（Qwen3-32B
）と、「広範な知識・高度な推論・創発」**に特化した外部のフロンティアモデル（Cristal intelligence）
を、業務の性質に応じてシームレスに使い分ける「ハイブリッドAIアーキテクチャ」こそが、コスト、セ
キュリティ、知能の全てを最大化するための、2026年時点におけるエンタープライズAIの最適解（ベ
ストプラクティス）であると言える 12。 

 



 
 

7. メガバンクにおけるクラウド戦略と生成AIのコントラスト 
みずほFGの「オンプレミス回帰」と「自社モデルの徹底的な内製化」のアプローチは、競合する日本
のメガバンクの戦略と比較することで、よりその特異性と戦略的意図が際立つ。 

7.1. 三菱UFJフィナンシャル・グループ（MUFG）の「クラウドファースト戦略」 
MUFGは、業界内でも特に「クラウドファースト戦略」を強力に推し進めている。米AWS（Amazon 
Web Services）と複数年にわたるグローバル契約を締結し、これまでオンプレミス型で運用していた
基幹系システムのインフラ環境をパブリッククラウドに大規模に移行することで、初期費用の抑制と

ランニングコストの最適化を図っている 59。データ分析基盤においてもSnowflake等のクラウドデータ
基盤を統合プラットフォームとして採用し、アジリティの向上を重視している 62。 

生成AIの活用においても、クラウドへの依存度は高い。MUFGはAzure OpenAI Serviceを活用した
全社共通のAI基盤「MUFG-ChatGPT」をいち早く構築し、社内に生成AIの“伝道師”を160人育成す
るなど、クラウドAPIを経由した汎用LLMの活用で業界をリードしてきた 63。また、総額600億円規模
という巨額のAI投資枠を設定し、スタートアップ起点のビジネス創出（MUFG Startup Summit等）や
LayerXの「Ai Workforce」を採用したエージェント型AIによる提案書作成の自動化など、アプリケー



ションレイヤーでの価値創出に注力している 65。さらに、子会社のJapan Digital Design（JDD）を通じ
て、MetaのオープンモデルLlama-3をベースとした700億パラメータの金融翻訳特化LLM「
Llama-3.3-fintranslate-JDD-70b」を開発し、内部評価でGPT-4oを超える性能を達成するなど技術
力は極めて高いが、インフラとしての主力システムはパブリッククラウドのエコシステムに強く依存す

る傾向がある 68。 

7.2. みずほFGの「インフラ・レジリエンス」への執念 
対照的に、みずほFGは過去の複数回にわたる大規模なシステム障害の教訓から、ITインフラの堅
牢性（レジリエンス）とデータの完全な統制（ガバナンス）に対して並々ならぬ執念を持っている。同社

は生成AIの活用を単なる業務効率化ツールとしてだけでなく、「システム開発と保守の品質向上」と
いうITインフラの根幹にも適用している。例えば、富士通との共同実証実験では、生成AIを用いて設
計書の記載ミスや漏れを自動検出し、ソースコードの生成からレビューまでをAIに代替させることで、
システム開発フェーズにおけるレジリエンスの向上を検証している 69。 

外部のパブリッククラウド環境（クラウドベンダーの大規模障害、APIの予期せぬ仕様変更、他国の
法的管轄下での情報漏洩リスク）に左右されない「自社管理下の強力なLLM（Qwen3-32Bのオンプ
レミス運用）」を持つことは、単なるAPI利用料のコスト削減を超えた、金融機関としての究極の「事業
継続計画（BCP）」であり、「データ主権の確立」を意味する。計算資源の確保においても、みずほFG
はNVIDIAの最先端GPU基盤であるH100のみならず、学習性能が4倍、推論性能が30倍に達すると
される次世代のB200モジュール（GB200）の導入も視野に入れたAI基盤の強化を進めており、自社
でアルゴリズムをコントロールできるインフラ投資に余念がない 9。このインフラへの投資姿勢は、三
井住友銀行（SMBC）が社内システムエンジニアやAIエンジニア（自然言語処理）の採用を強化し、独
自の「SMBC-GPT」の高度化やITリスク管理体制の強化を進めている動きとも共鳴する部分がある
が、みずほFGの「32Bモデルの完全な内製化とオンプレ実装」はメガバンクの中でも一歩踏み込んだ
決断であると言える 72。 

8. 規制対応と金融ガバナンスにおけるオンプレミスLLMの意
義 
LLMを金融業務の深部に組み込む上で避けて通れないのが、各国の金融当局による厳格な規制要
件のクリアと、AI特有のリスク（ハルシネーション等）の制御である。2026年3月に金融庁（FSA）が公
表したガイドライン（version1.1）や、FISC（金融情報システムセンター）の公表資料、さらにはEUのAI
関連法令（EU AI Act）において、金融機関のAIモデル開発・運用管理に対する監視の目はかつてな
く厳しくなっている 23。 

8.1. データプライバシーとセキュリティの担保 
個人情報保護やデータガバナンスの確保は、メガバンクにおける最重要の経営課題である 21。クラ

ウドベンダーが提供するエンタープライズ向けのAPIサービス（Azure OpenAIやAWS Bedrock等）
は、学習に顧客データを利用しない等の契約（オプトアウト）が結ばれているとはいえ、依然として

データが自社のファイアウォールの外側（外部のデータセンター）を往復するという物理的・アーキテ



クチャ的なリスクが残存する。 

また、サイバー攻撃の手法もAIを利用して高度化しており、イスラエル等で発生したような重要インフ
ラ・アプリへの攻撃事例に見られる通り、金融機関のネットワーク外部との接点は最小限に抑えるこ

とが望ましい 78。Qwen3-32Bを自社のオンプレミス環境やクローズドなPrivate AIソリューション内で
稼働させることにより、リアルタイムに個人情報を秘匿化し、一切のデータを外部に送信することなく

LLMの恩恵を享受できる 21。これは、当局の監査要件をクリアする上で極めて強力な材料となる。 

8.2. ハルシネーションの制御と運用体制の構築 
生成AIが事実と異なる情報を尤もらしく生成してしまう「ハルシネーション（幻覚）」の問題は、一文字
のミスが甚大な金融損失やコンプライアンス違反に直結する銀行業務において致命傷となり得る 26

。 

みずほFGが構築した「三層構造」のアーキテクチャは、このハルシネーションリスクを構造的に低減
する役割も果たしている 9。汎用的な知識モデル（第一層）だけで無理に専門的な回答をさせるので
はなく、専門データでチューニングされたドメイン特化モデル（第二層）にタスクを委譲し、さらに外部

から最新の正確な情報を取得するRAGの仕組みを組み込むことで、出力の根拠（グラウンディング）
を常に社内の公式文書に紐付けることが可能になる 9。 

また、金融庁のガイドラインで求められている「専門人材の確保・育成及び社内教育」や「複雑なAIモ
デルの開発・運用・管理におけるガバナンス体制の構築」という要件に対しても、ブラックボックス化

された外部APIに依存するのではなく、オープンウェイトモデルを利用して自社内でモデルの挙動を
監視・調整（チューニング）できる体制を持つことは、モデルの説明責任（Explainability）を果たす上
で大きなアドバンテージとなる 23。 

9. 結論：AI主導型金融機関（AI-Driven Bank）への道程 
2026年、メガバンクをはじめとする巨大金融機関は、汎用AIモデルの単なる「ユーザー（消費者）」か
ら、自社ドメインに特化したAIを内製化し統制する「ビルダー（構築者）」へと進化を遂げつつある。み
ずほFGによる「Qwen3-32B」ベースの金融特化LLMの成功は、世界のエンタープライズAI市場に対
して以下の3つの重要な結論（パラダイムシフト）を提示している。 

第一に、**「パラメーター至上主義の終焉とドメイン特化チューニングの勝利」**である。数兆パラ
メータ規模の強大な計算資源を持つブラックボックス化されたAPIモデルに依存せずとも、320億パラ
メータクラス（32B）の高品質なオープンウェイトモデルに対して、金融機関が独自に保有する非公開
データ（業務マニュアル、審査基準、過去のインシデントデータ等）を用いて徹底的な追加学習（

Continual Pre-trainingとSFT、RAG）を行えば、特定の専門業務においてGPT-5.2クラスの最高水準
の精度を達成できることが実証された 8。パラメータの多さ（モデルの大きさ）よりも、学習データの質
とドメインへの適合性が実務上の価値を決定づける時代に突入している。 

第二に、**「オンプレミス回帰とコスト・ガバナンスの完全統制の実現」**である。すべての処理をパブ
リッククラウド上の従量課金APIに依存する運用モデルは、利用規模が全社レベルに拡大し、さらに
AIエージェントが自律的に大量のトークンを消費し始めると、ランニングコストが指数関数的に爆発



するという構造的な欠陥を抱えている 24。Qwen3-32Bのような単一ノード（H100 1基やRTX4090複
数基等）のGPU構成で稼働する中規模高密度モデルをオンプレミスでホスティングすることで、金融
機関は変動費を固定費化し、限界費用を限りなくゼロに近づけることができる 18。同時に、厳格な

データ保護規制やFISCの安全基準を完全に遵守しながら、無限の推論リソースを内部に抱え込むこ
とが可能になる 23。 

第三に、**「適材適所のハイブリッド・エージェント・アーキテクチャの確立」**である。みずほFGの真
に評価されるべき点は、自社開発モデルの優位性に固執するのではなく、ソフトバンク・OpenAI陣営
の「Cristal intelligence」という外部のフロンティアAIを同時に導入する柔軟性を持っている点である 
13。セキュリティとリアルタイム性が命となる「コア業務の実行（System 1）」は自社運用・低遅延の
Qwen3-32Bに任せ、俯瞰的な経営戦略や未知の問題解決（System 2の推論）はクラウド上の
Cristal intelligenceに委ねるという役割分担は、単純なテキスト生成（Generative AI）から、複数のAI
エージェントが連携して自律的に業務を遂行する（Agentic Workflow）未来の銀行システムのある
べき青写真を描き出している 1。 

みずほFGの取り組みは、テクノロジーの進化の波に単に飲み込まれるのではなく、自社のコア・コン
ピタンス（金融の深み）をAIのアルゴリズムと重み（Weights）に直接移植し、自らのコントロール下に
あるインフラで運用するという、金融機関として最も強靭（レジリエント）で合理的なAI戦略の模範解
答を提示している。この「オープンとプロプライエタリの融合」「オンプレミスとクラウドの融合」のアプ

ローチは、今後、他のメガバンクやグローバル金融機関が追随すべきスタンダードなアーキテクチャ

として定着していくことは間違いない。 
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